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(1) Experiments in guinea pigs

Guinea pigs were inoculated with 1mg and 10mg of the Terai strain subcutaneously and 

were sacrificed after 2, 4, 6 and 8 weeks, one animal at each time. Comparison was made 

with guinea pigs inoculated with 0.01mg of virulent human tubercle bacilli , Kurono strain.
Skin reaction to 100 fold dilution of old tuberculin were positive after 4 to 6 weeks in both 

groups and it was more marked in the group inoculated with than that inoculated with 0 .1mg, 
although still weaker than in the group inoculated 10mg with Kurono strain . The weight of 
spleen was heavier in the Terai strain group than in the Kurono strain group , being more 
than twice heavier 8 weeks after the inoculation . There were complications of pleurisy and 

peritonitis in many of the Terai strain group but no such compliations in the Kurono strain 

group. The macroscopic pathological findings in lymph nodes and other organs were much 
more marked in the Kurono strain group . But microscopically the tubercles were seen in all 

the organs examined, i.e. spleen, liver and lung, regardless of the amount of inoculation , and 
the time of sacrifice. The number of tubercles was generally the most in spleen , then in liver 
and the least in lung. Colony counts per 1mg of the organs , were less in the group inoculated 
with 1mg than that with 10mg and were more in spleen and liver than in lung . With the 
lapse of time, colonies became less in mumber but were still present 8 weeks after the inocu

lation. This tendency was the same in the Kurono strain group .
The Terai strain is considered to possess considerable virulence to the guinea pig .

(2) Experiments in rabbits and hens.

Both rabbits and hens were inoculated with 10mg of the bacteria subcutaneously and were 

sacrificed 8 and 12 weeks after the inoculation.

The rabbits revealed tubercles only in the regional lymph nodes and no lesion in other 

organs macroscopically. Histological examination proved these results, i.e. only tubercles in 

the regional lymph nodes and no tupercles in other organs . Cultures yielded colonies from the 
inoculated site, the regional lymph nodes, and mesenteric lymph nodes but only a few colonies
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from the liver at 8 weeks after the inoculation. Other organs faild to yiels the bacteria. 

These results are coincident with the pathological findings.

In hens, there were no macroscopical lesions seen but microscopically many tubercles were 

seen at the inoculated site and a few in the liver. Cultures yielded many colonies from the 

inoculated site and a few from the spleen, liver and lung.

Consequently the Terai strain seems to have no or only a slight, virulence to rabbits and 

hens.

Summary of the first, second and the third reports.

The Terai strain which was isolated from a patient appears to be a strain of non-photochro

mogen type of the nuclassified mycobacteria from the clinical data and the various in-vitro 

experiments. The pathogenicity of the strain to animals was investigated.

The results show that the strain possess approximately the same degree of virulence to the 

mouse as virulent human tubercle bacilli, Kurono strain, with intravenous inoculation. The 

virulence was less to the guinea pig than that of the Kurono strain with subcutaneous inoculation. 

It seems to have no or slight virulence to the rabbit and the hen, with subcutaneous inocu

lation.

The results suggest that the strain generally corresponds to one of the unclassified myco

bacteria which has been reported previously, but in detail there is no complete agreement with 

any of them.

The strain does not belong to avian type, bovine type or human type of tybercle bacilli. 

 The fact that the strain is pathogenic to mice and guinea pigs suggests its resemblance to 

bovine or human tubercle bacilli, but its absence of pathogenicity to rabbits is against its being 

the bovine type and the results in mice and guinea pigs were considerably different from the 

results of the inoculation with the Kurono strain, which is against its being the human type.

It seems quite interesting that the patient showed the clinical pictures of intestinal tuber

culosis and tuberculous bronchitis. However, it is not certain whether the clinical pictures 

was caused by the strain, or the so-called "exchange phenomenon of bacterial flora" played a 

role, as in many cases reported previously.

1.　 緒 論

寺井株を分離 した患者の臨床経過,寺 井株の試験管内

実験は第1報 で,ま たマウスに接種した実験は第2報 で

報告した。今回は第3報 としてモルモット,ウ サギ,ニ

ワ トリに接種 した成績について報告する。

2.　 実験方法と成績

寺井株はマウスに接種に用いた ものと同 じ株 で あ つ

て,マ ウスの0・1rngの 静脈接種と同時に行なつた。

1)　 モルモットの実験

a.　方 法

白色のモルモット3009程 度 の♂に,ま ず10倍 稀 釈

の旧ツベルクリンを接種 して陰性であることを確かめた

後,4匹 には1mgを,他 の5匹 には10mgを1ccの

液に含ませて右下腹部皮下に接種し,毎 週体重を測ると

ともに接種局所,所 属 リンパ腺を観察 し,接 種後2週,

4週,6週,8週 に1匹 ずつ屠殺剖検 して,マ ウスと同

様に脾の重さをはか り,肉 眼的,組 織学的に病変を検査

するとともに,小 川の定量培養法により臓器よりの還元

培養を行なつた。対照 と して 強毒大型結核菌黒野株を

0.01mgず つ 皮下に接種 したものを,4週,8週 に1

匹ずつ居殺剖検 して比較 した。

b.　成 績

イ.　接種局所および リンパ腺

接種局所は1mg接 種では6週 の1匹 にのみ膿瘍を認

めたが,10mg接 種 では4週 を除いた他の週でいずれも

膿瘍を認めた。また,局 所 リンパ腺は1mg,10mg接

種 ともにいずれもほとんど変化がなく,後 腹膜腺,腸 間

膜腺等の多少の腫脹が認め られた程度であつた。

ロ.　臓器の肉眼的変化

眼につくことは1mg接 種では2週,4週,6週 とも

に滲出性肋膜炎を併発していたが,6週 のものではさら

に腹膜炎を認めたこともある。10mg接 種では肋,腹 膜



1 9 6 5 年 5 月 1 3 5

Table 1. Experiment in Guinea Pigs

Notes: 1. B.W. and weight are in average.

2. In macroscopic pathological findings, -means no lesion and + , ++, +++ etc. mean pathological lesions present, 
the more marked, the more + are described . Circle () means caseation.

3. In cultures of organs, number indicates colony numbers and ++ , +++, ++++, innumerable colony numbers, in
 which more + means more growth.

4. In tuberculin reaction, number in denominator indicates diameter of erythema and numerator indicates 

presence of induration.

炎を起こしているものはみ られなかつたが,腹 部の癒着

が著明なものが多かつた。また臓器は肉眼的には脾,肝

等 に結節 らしいものを認めたが,肺 には異常を認めなか

つ た。これを大型結核菌黒野株の0.01mg接 種の4週 ,

B週 の剖検成績と比べると,寺 井株は1mg,10mg接 種

ともに リンパ腺,内 臓の病変は著明に軽度であるのにか

か わらず脾の腫大は著明である。すなわち11ngで は経

過 の進むとともに腫脹 し8週 では4,000mgを,10mg

接 種では8週 で3,730mgを 示 した。この傾向はマウス

の 場合とほぼ同様である。

ハ.　臓器の還元培養

臓器の還元培養の成績をみると,い ずれも102倍 稀 釈

の0.1cc接 種,す なわち臓器1mg中 の菌数を示して

い るが,い ずれの臓器においても菌数は多く,臓 器によ

る多少を比較す ると,脾,肝 では多く肺では 多 少 少 な

い。この傾向はマウスの場合と同様である。次にその消

長 をみると,経 過とともに減少を示すが,そ れでも8週

では多数の菌数を認める。 これを黒野株0.01mg接 種

の4週 および8週 のものと比べると,寺 井株のほうが菌

数 は多い。 これは接種菌量の相違によること と思わ れ

る。また脾,肝 で多く肺で少ないことは,黒 野株 と同様

であ り,経 過による減少の傾向は寺井株が著明である。

ニ.　組織学的検査

次に組織学的にみると,1mg接 種,10mg接 種 とも

にいずれの臓器にも,ま た屠殺の時期の如何を問わず結

節を認めたが,接 種菌量による差ははつきりしない。そ

して概してもつとも脾に多く,次 に肝であ り,肺 ではも

つとも少ない。なお肉眼的に変化を認めた リンパ 腺 で

は,た くさんの大きな結節を認めた。

ホ.　ツベルクリン反応

ツ反応は旧ツベルクリンの100倍 液により検 査 した

が,1mg接 種 の群では,硬 結は認めなかつたが発赤 は

10×10mm以 上 を示したし,10mg接 種 の ものでは,

硬結がふれる とともにいずれ も10mrn以 上の発赤を示

した。この発赤の度は黒野株に比べると多少軽い。

2)　 ウサギとニワトリの接種実験

a.　方 法

白ウサギ2匹,白 色 レグ ホーン2匹 に寺井株10mg

を1ccに ふ くませて,ウ サ ギは右の下腹部に,ニ ワト

リは胸部の皮下に接種して,8週 と12週 とに1匹 ずつ

屠殺剖検,型 のごとく検査した。

b.　成 績
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Table 2. Experiment in Rabbits and Hens

Note: Same as in Table 1.

まず8週 後に旧ツベルクリン10倍 液でツ反応をみた

ところ,ウ サギ,ニ ワ トリともに陰性を示 した。次に肉

眼的の変化をみると,接 種局所はウサギ,ニ ワ トリとも

に変化がない。 リンパ腺はウサギの8週,12週 に右膝

腺に軽度の腫脹を認めただけで他には変化を認めなかつ

た。ニワ トリにも変化はない。また内臓においても両者

とも変化を認めなかつた。還元培養は,臓 器,リ ンパ腺

とも10倍 稀釈のものを0.1ccず つ 接種 したのである

が,ウ サギでは局所,腸 間膜 リンパ腺,膝 腺および8週

の肝に少量の菌を認めたのみである。またニワ トリは局

所では多数の集落を認めた。臓器では8週,12週 とも

に少量の集落を認めたが,こ の数はウサギに比 して 多

い。

組織学的にはウサギでは リンパ腺,内 臓 ともに結節を

認めなかつたが,ニ ワ トリでは接種局所,肝 の8週,12

週に小さなわずかの結節を認めた。

以上の成績か ら,ウ サギ,ニ ワ トリともにごく軽度の

毒力を示したと考えてよいだろう。

3.　 総括および考察

寺井株がモルモットに対して毒力を示 したことは,非

定型抗酸菌の中でも珍しいもののようである。毒力を示

したといつても,対 照の人型結核菌黒野株と比較すると

概して軽いし,い ろいろな点で違つている。すなわち寺

井株の場合は旧ツベルクリンによるツ反応は陽性であつ

ても概して弱いし,肉 眼的には リンパ腺,臓 器ともに黒

野株に比して病変が少ない。しかし脾の腫大が著明であ

るし,滲 出性肋膜炎や腹膜炎を併発しているものも認め

られた。また臓器よりの還元培養においては,黒 野株に

比 し著明に多かつた。これらの現象は接種菌量が黒野株

の0.01mgに 比べて1mg,10mgと い つた多量であ

つたことにもよると思われるが,そ れにしても,こ れ ら

の事実は寺井株がモルモットに対 しても毒力があつたこ

とを示 している。なお菌の増殖が脾,肝 で高度で,肺 で

少 な か つ た こ とは,黒 野 株 や,マ ウス に お け る寺 井 株 と

ほ ぼ 同 様 の 傾 向 を 示 して い る。

この 成 績 は,非 定 型 抗 酸 菌 で モ ル モ ッ トに 毒 力 を 示 さ

な か つ た 染 谷 ら3)の1株,Alice Timplら4)の1株,Ann

 Pollokら5)の2株,Hyman Florence6)の8例,Lyle A. 

Weedら7)の1例,Lawrence E. Woodら8)の17例,

Horace E. Crowら9)の47株,Harrold Keltzら10)の22

株,E. Wolinskyら11)の3株,H.C. Engbaekら12)の4

株,宮 本 ら13)の1例,長 田14)の15株,上 田 ら15)の1株,

牛 尾 ら16)の15株,平 野17)の10数 株,鴨 志 田 ら18)の1

株 とま つ た く異 な る。 そ して 非 定 型 抗 酸 菌 で 毒 力 を 示 し

たHarrold Keltzら の3株,Horace E. Crowら の2株.

H.C. Engbaekら19)の1株 とほ ぼ 一 致 す る よ うで あ る。

次 に,わ れ わ れ の 寺 井 株 は ウサ ギ,ニ ワ ト リに 対 して

は ご く軽 い 病 変 を み た が,非 定 型 抗 酸 菌 で ウサ ギ に 対 し

て 毒 力 が な か つ た と発 表 した 染 谷 の1例,Lyle A. Weed

らの1例,47株 のHorace E. Crowら,H.C. Engbaek

の4例,宮 本 の1例,上 田 の1例,鴨 志 田 の1例 の 成 績

と一 致 す る し,ニ ワ ト リに 対 して 毒 力 が な か つ た と発 表

した 染 谷 の1例,Lyle A. Weedの1例,H.C. Engbaek

の4例,Horace E. Crowら,宮 本 らの 成 績 と ほ ぼ一 致

す る 。

4.　 結 論

1)　 モ ル モ ッ トの実 験

寺 井 株 を1mgお よび10mg皮 下 に 接 種 して2,4,

6,8週 に1匹 ず つ屠 殺 剖検 して,強 毒 人 型 結 核 菌 黒 野

株 を0.01mg接 種 した もの と対 比 して み た 。

まず100倍 の 旧 ツ ベ ル ク リン は4週 ～6週 で両 者 とも

陽 性 を示 した が,そ の強 さは,寺 井 株 の 間 で は10mg

接 種 のほ うが 強 いが,黒 野 株 を 接 種 した も のに 比 して は

弱 か つ た 。 脾 の重 量 は,寺 井 株 は 黒 野 株 に 比 して重 く,

8週 経 過 の も ので は 黒 野 株 の2倍 以 上 を 示 した 。 また 寺

井 株 で は,肋 膜 炎,腹 膜 炎 を 併 発 した も のが 多 か つ た
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が,黒 野株では このような合併症はみ られなかつた。次

に リンパ腺,臓 器の肉眼的な病変は,黒 野株のほうが著

明に重かつた。組織学的には,接 種菌量,屠 殺の時期の

如何を問わず脾,肝,肺 のすべての臓器に結節を認めた

が,概 して脾にもつ とも多く,次 に肝であり,肺 ではも

つ とも少なかつた。次に脾,肝,肺 の1mg中 の生菌数

をみると,寺 井株1mg接 種 では10mg接 種 に比 して

少ないが,そ のいずれの場合でも脾,肝 に多く,肺 では

少なかつた。そ して経過 とともに菌数は減少の傾向を示

したが,8週 でも集落を認めた。この傾向は黒野株 と同

様であつた。

以上の成績は,寺 井株がモルモットに対 してもかなり

の毒力を示した と解釈される。

2)　 ウサギとニワ トリの実験

ウサギ,ニ ワ トリともに10mgを 皮下に接種,8週

と12週 の2回 にわたつて剖検 した。

ウサギでは局所 リンパ腺に結節をみた程度で,臓 器に

は肉眼的な病変を認めなかつた。組織学的にもこれとほ

ぼ同様であつて,前 述の リンパ腺に結節を認めたのみで

臓器には結節を認めなかつた。また還元培養ではそれに

一致して,接 種局所,膝 腺,腸 間膜腺では集落を認めた

が,臓 器では8週 の肝に少量を認めたのみでその他では

陰性を示した。

ニワトリも肉眼的にはまつたく変化がなく,組 織学的

には局所にたくさんの,肝 には少量の結節を認めただけ

である。還元培養では,接 種局所に多数の,脾,肝,肺

に少数の集落を認めたのみである。

したがつて寺井株は,ウ サギ,ニ ワトリに対してはほ

とんど毒力がないか,あ つたとしてもごく軽度の毒力を

示す程度であると解釈される。

第1報,第2報,第3報 のまとめ

われわれの得た寺井株は臨床的および試験管内の種々

の実験から,非 定型抗酸菌のNonphotochromogenに 一

致するもののように思われるが,さ らにわれわれは動物

に対する病原性について検討 した。

その成績は,マ ウスの静脈接種では,強 毒 人 型 結 核

菌,黒 野株にほぼ匹敵する毒力を示 した し,モ ルモット

の皮下接種では,黒 野株より弱い毒力を示 した。またニ

ワ トリ,ウ サギの皮下接種では,ご く軽度の毒力か,あ

るいはほとんど毒力を認めなかつた。

以上の実験成績は,大 まかには従来発表された非定型

抗酸菌のある種に一致するもののようであるが,詳 細に

みるとその例をみない。

また鳥型結核菌にも,牛 型結核菌にも,人 型結核菌に

も一致 しない。すなわちマウス,モ ルモットに対して病

原性を示 したことは,牛 型結核菌,あ るいは人型結核菌

を思わせるものがあるが,牛 型菌でないことはウサギに

対 してはつきりした病原性を示さなかつたことでも分か

るし,ま た人型結核菌でないことは,同 時に実験 した人

型結核菌の黒野株のマウス,モ ルモットに対する態度 と

かなり異なることでも分かる。

臨床的に腸結核症や気管支結核症を思わせる所見を認

めたことはさらに興味をひ くものであるが,こ の菌によ

つてはた して発病したものか,あ るいは菌交代現象のよ

うな状態で発病 したものかは,従 来の多 くの例にもれず

はつきりしない。
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